
 

 
 

 
 

 

０９－Ｄ－０９２４ 

２０１０年１月６日 

学校法人 東洋大学 （証券ｺｰﾄﾞ：非上場） 

長期優先債務格付据置 ：「ＡＡ」(ﾀﾞﾌﾞﾙ A ﾌﾗｯﾄ) 

格付けの見通し ：「安定的」 
 
株式会社日本格付研究所（ＪＣＲ）は、以下のとおり長期優先債務*の格付けを見直し、据え置きとしましたので

お知らせします。 

*長期優先債務格付けとは、債務者（発行体）の債務全体を包括的に捉え、その債務履行能力を評価したものです。このうち、期限１年以内

の債務に対する債務履行能力を評価したものを短期優先債務格付けと位置づけています。個別債務の評価（債券の格付け、ローンの格付け

等）では、債務の契約内容、債務間の優先劣後関係、回収可能性の程度も考慮するため、個別債務の格付けが長期優先債務格付けと異なる

こと（上回ること、または下回ること）もあります。 
 

発行体：学校法人 東洋大学 

【据置】 
(対 象) (格付)  (見通し) 

・長期優先債務 AA 安定的 
 
 

【格付事由】 

(1) 10 学部 44 学科、学生数約 29,000 人（1 部･2 部合計）の東洋大学を中核とする学校法人。メインキャンパスは東京

都文京区白山に位置する。創立者井上円了が 1887 年に設立した私立哲学館を始まりとし、「哲学」を通して「ものの

見方、考え方」を身につけて社会に貢献する人材の育成を目指している。 

(2) 国内の 18 歳人口は減少傾向にある中、白山地域への集約化を一段と進めるとともに、板倉・川越・朝霞にある郊外

キャンパスにおいては社会のニーズに応える特色ある学部展開を図ることで志願者の増加に結び付けている。市

場環境の厳しい郊外キャンパスにおいて、学部再編による志願者獲得力をどの程度維持しうるのか見極める必要

はあるが、本学の知名度や入試戦略における実績を考慮すれば、今後も全体として志願者の増加傾向を維持する

ことは可能であろう。 

(3) 学部再編による定員増加や、主要な学部において学費改定を実施したことにより、帰属収入の 8 割超を占める学納

金は当面増加基調を維持するとみられる。新設学部の教員確保などによりコストは完成年度に先行するが、効率的

な法人事務組織などを背景に今後も一定の帰属収支差額を確保することが可能であろう。なお、板橋区における白

山地域の学生向けとなる体育・スポーツ施設の整備や、各キャンパスの施設・設備の更新が続いているが、収支状

況や運用可能資産の厚みなどを考慮すれば、引き続き良好な財政基盤は維持されよう。 

(4) 厳しい環境下、より多くの志願者を惹きつけることに成功しているなど、学生獲得の基盤は安定している。2012 年の

創立 125 周年に向けた教育体制・施設整備については着実に進捗しているとみられ、今後は板橋区の施設稼働に

よる狭隘な白山キャンパスの利用高度化にも期待したい。志願者層が厚く競合の激しい市場位置にある本学では、

建学の精神を具現化しつつ、実学志向を強めることでより社会ニーズに合致した教育・人材輩出の実績を積み重ね

ることが、中長期の競争力維持・強化に向けたポイントとみられる。JCR では、再編された理工学部および総合情報

学部などをはじめ、本学における今後の志願者動向や教育の充実、就職状況などに注目していく。 

以上 

（チーフアナリスト 殿村 成信 シニアアナリスト 杉浦 輝一） 

 


